
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

　幼稚園の頃、中耳�炎をわずらい長期間お�休み�し�ま�
し�た。耳鼻科に通う道す�がら、祖母に買っても�らう�
画用紙と水彩絵の具�が楽�し�みで�し�た。毎回１本ずつ�
増えていく絵の具で�、一日１枚ずつ画用紙�に無心で�
庭を写生�し�、自分だけの世界に�はまり込んでいま�し�
た。これが事の始ま�りかも知れません。小�学校に上�
がってからも、図工�は楽�し�みな時間で�し�た。�
　長�じ�て芸大の油画科に�進みま�し�たが、�1969年の学�
園闘争のあおりで大�学２年時に学校が閉鎖�となり、�
また日本の画壇の事�情などを知るにつれ、�いわゆる�
洋画の世界への興味�も薄らいでいきま�し�た。そ�し�て�
絵がうまくなること�より本当の道は他にあ�ると思う�
ようになり、アメリ�カの現代美術への興味�が募り、�
また版画やさまざま�な技法、メディアを試�みま�し�た。�
　やがて描くことに�疑問を持ち、当時、台�頭�し�てき�
たアメリカン・ニュ�ー・シネマの影響も受�け、映像�
に興味がわいてきま�し�た。卒業�し�、東映に１年あま�
り在籍�し�た後、もっと世界を見�てみたいという気持�
ちが高まり留学先を�探�し�ま�し�た。�
　その後、ベルギー�で４年余りを過ご�し�ま�し�た。私�
の入学�し�たゲン�ト�市の王立アカデミ�ーには当時写真�
学科ができたばかり�で、校長からの勧めも�あり、写�

真を始めてみま�し�た。�
　70年代の終わりごろ、�パリで写真展を見たの�がき�
っかけで写真の時�代を感�じ�、写真を本格的にや�って�
いこうと思い始め�ま�し�た。�
　人からよく、小�さい頃から絵が好きで�し�たか？と�
聞かれます。実際�、思春期のある一時期�を除いて、�
特に小さいときは�よく絵を描いていま�し�た。それな�
のに、理由はわか�りませんが、いいえ、�と答えてい�
るような気が�し�ます。�16歳の�ときに渋谷の書店で見�
たセザンヌの画集�に触発され、絵画の世�界に目覚め�
てからは作家にな�ることだけを考えてい�ま�し�た。�
　現在は写真を自�分のメディアと�し�て、写真で作品�
を作っています。�人生の大半をこんな風�に過ご�し�て�
いるのに、絵に対�し�て知らん顔�し�たりするのは、な�
にかアー�ト�にまつわる胡散臭�さとコンプ�レ�ックスを�
感�じ�ているからなのかも�知れません。�
　自分の中には、�特殊な感�じ�のする芸術家より、ま�
ずごく普通の現代�人でありたいと思う気�持ちがあり�
ます。�時々、�制作上の問題に直面�し�ますが、�“普通”�
であることがいつ�も自分をニュー�ト�ラルな領域に引�
き戻�し�、リセッ�ト�し�てくれていると感�じ�ています。�

（�し�ばた　と�し�お）�
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　キ�レ�イ、スキ、ステキ、カッコイイ…などは感じたことをもとに�し�た判断である。�

こう�し�た判断は感性的判断といわれる。�し�か�し�よく考えてみると人のすべての行動は�

この感性的な判断に根拠を置いているのではないか。�

　�「夕日がきれいだ」�というのは、西に沈む太陽の地平線との角度によって赤く見える�

長波長が眼球内の錐状体細胞を…というようなことは「夕日がきれいだ」という心に�

起こった出来事の感性的判断の結果、考察され、説明されたことである。�

　心に届く感性的な感動が無ければその出来事そのものにまなざ�し�を向けることはな�

い。行動を突き動かすようなモチベーションによってすべての事は始まる。数学の処�

理や定理の発見も、最も美�し�い単純化されたフォルムに近づいて行こうとする盲目的�

な意思を感�じ�る。�

　感性的な判断はすべての行動の根底にあって、人の行動を深いところで律�し�ている�

と考えると、生きていくことの「質」にかかわることでもあるといえる。いわば新�し�

い価値意識の形成を求めている。今日のように物質的な豊かさのみを追求�し�てきた経�

済至上主義が疑問視される時代あっては、造形活動にかかわる感性的な判断能力の質�

に教育行為の先導的な役割が求められている。�

　�「形や色などを基に、�自分のイメージを持つこと」�、�「形や色彩、�材料、�光などの性質�

や、それらがもたらす感情を理解すること」などが期待される資質・能力と�し�て明ら�

かにされたが、これは造形教育が最も大切に�し�てきた部分であり、当然のことを当然�

のごとく示�し�ただけである。�

　今期の改訂を貫く「生きる力」の重要な柱なのだ。�

絵が好�き�で�す�か�？�
新学習指導要�領の�〔�共通事項〕�がわか�る�！�

〔共通事項〕�がわか�る�！―　�Part3柴田　�敏雄�
（写真家）�

〔共通事項〕�は日常的な�こ�と�

Grand coulee Dam, Douglas County, WA 1996



2 3

特　�集�新学習指導要領の�〔共通事項〕�がわか�る�！�

　平成20年の小学校図画�工作科、中学校美術科の�

学習指導要領の改訂にお�いて、�〔共通事項〕�が新設�

された。これは表現と鑑�賞の各活動において、共�

通に必要となる資質や能�力を示�し�ている。指導に�

おいて、自分の感覚や活�動を通�し�て形や色などの�

造形要素、動きや奥行き�などの視覚言語の造形的�

な特徴を捉えて、自分の�イメージの形成を促すこ�

とを示唆�し�ている。�

　美術教育の目的の一つ�には直接的に美術の表現�

や受容に関わる能力の育�成がある。美術作品や造�

形作品を制作するための�技能であり、先達の作品�

を受容、理解する能力で�ある。さらに美術教育で�

は美術文化を主とする文�化の理解と創造の役割が�

ある。そのためにもここ�に新設された�〔共通事項〕�

の内容は美術教育の基礎�的能力の育成を示�し�てい�

る。�

　学校での美術教育はい�ろいろな目的をもってい�

る。造形の素材に触れな�がら発想や構想を伸ば�し�、�

色や形を使って自己表現�や目的表現を�し�、鑑賞す�

ることによって美術の世�界を理解すると同時にイ�

メージを広げる等々の様�々な活動を通�し�て、美術�

による人間形成と美術の�教育を促�し�ている。いわ�

ば美術教育は美術文化の�理解、継承と同時に美術�

文化の創造を目的と�し�ている。そのためにイ�メー�

ジの形成と視覚言語の理�解、活用は主要な役割を�

果たすと考えられる。�

　本�稿�で�は�以�下�に、�〔共�通�事�項〕と�イ�メ�ー�ジ�の�形�

成、美術教育の一つの方�法と�し�ての視覚言語の活�

用について述べる。�

　小学校図画工作科の学�習指導要領では〔共通事�

項〕が次のように示され�ている。第１学年及び第�

２学年では、�「ア　自分の感覚や活�動を通�し�て、�形�

や色などをとらえること�。　イ　形や色などを基�

に、自分のイメージをもつ�こと。�」�と�し�ている。第�

３学年及び第４学年では「�ア　自分の感覚や活動�

を通�し�て、形や色、組合せなどの�感�じ�をとらえる�

こと。　イ　形や色などの�感�じ�を基に、自分のイ�

メージをもつこと。�」�となっている。さらに第５�学�

年及び第６学年においては�「ア　自分の感覚や活�

動を通�し�て、形や色、動きや奥行�きなどの造形的�

な特徴をとらえること。　�イ　形や色などの造形�

的な特徴を基に、自分のイ�メージをもつこと。�」�と�

し�ている。�

1．は�じ�めに�

第3回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part3

　第１学年から�

第６学年までを�

通�じ�て、図画工�

作の表現媒体で�

ある造形要素の�

色や形と自分の�

イメージを結び�

つけるための方�

法と�し�て、視覚�

言語との関連を�

段階的に取り扱�

っているといえ�

る。感覚を通�し�

て捉えるという�

ことは、視覚による色や形�だけでなく、触覚や皮�

膚感覚による材質感や湿度�のような空気の感覚や�

雰囲気までも捉えようとす�ることである。�

　日本語は豊かな擬音語、�擬態語をもっているの�

で、�「ザラザラ」�「ツルツル」�「�ピ�カ�ピ�カ」�「ベタベ�

タ」�「�し�っとり」�「む�し�む�し�」などのようにテクス�

チャーや周りの空気感覚ま�でもイメージする言葉�

がたくさん存在�し�ている。これらは色や�形で表現�

し�たり、鑑賞によって色や�形を受容�し�理解�し�たり�

し�ながら、イメージの形成�に役立つものである。�

　自分の感覚で捉えること�は全く自由気ままに表�

現�し�たり受けとめたりすることの�ようにも思える�

が、言葉を介�し�て表現や受容を行う場合�には、伝�

達機能と�し�てのある程度の共通の�イメージが存在�

し�ている。例えば、晴れた�朝の爽やかな感�じ�を色�

にたとえると明るい緑色や�青色を連想することが�

多い。それは晴れた日の空�の青色や木々の緑を経�

験的に受け止めているから�であろう。�

　藤岡喜愛によれば、�「一つ一つの事物のイメー�ジ�

だけでなく、それらが組み�合わさったもの、過去�

や未来に属するもの、さら�には『世の中』とか、�

宇宙についてのイメージま�で、ほとんどあらゆる�

ことについてのイメージが�、私たちの心の中には�

ある。私がこれまで生活�し�経験�し�たこと、知識と�

し�て与えられたこと、そう�し�たことのすべてが歴�

史的に蓄積されている。�」�と述べ、色や形、材質�感�

や空気のイメージもある程�度心の中に蓄積されて�

いると考えられる。�

　こう�し�た自分の感覚や活動によ�って捉えた造形�

要素や視覚言語に基づいて�、イメージの形成を図�

ることができる。造形要素�を表現のために用いる�

方法が視覚言語、あるいは�造形文法とも言われる。�

色や形の組合せという例示�が第３学年及び第４学�

年では示されている。さら�に第５学年及び第６学�

年では、動きや奥行きとい�う例が示されている。�

　こう�し�た考え方は、シンガポー�ルのように情報�

技術を重視�し�た教育を行っている美術教�育におい�

ても見ることができる。シ�ンガポールの教育課程�

においては、小学校までに�美術の要素と�し�て、点、�

線、形、形態、色、テクス�チャー、空間を例示�し�、�

デザインの原理と�し�て、バランス、対比、調和�、�

運動、パターン、多様性を�あげている。これらの�

造形要素と視覚言語を小学�校修了までに表現と鑑�

賞の領域を通�じ�て習得することを内容と�し�ている。�

表現のメディアと�し�ては平面と立体に加えてデ�ジ�

タルメディアを含めている�。�

　小学校図画工作科では造�形遊びと絵や立体、工�

作で表すことが表現の内容�である。このような表�

現活動を促すためにイメージ�の形成の一つの方法�

と�し�て、造形要素の組合せや�視覚言語と�し�ての奥�

行きや動きなどが有効な手段�となっている。そ�し�

てそれは鑑賞の活動において�も役立つと考えられ�

る。�

　次に、中学校美術科での〔�共通事項〕は、第３�

学年まで同�じ�で「ア　形や色彩、材料、光�などの�

性質や、それらがもたらす感�情を理解すること。�

　イ　形や色彩の特徴などを�基に、対象のイメー�

ジをとらえること。�」�と定めている。小学校�図画工�

作科で修得�し�た造形要素や視覚言語は、戦�前の構�

成教育運動や戦後の狭義のデ�ザイン教育の方法で�

捉えられた知性や方法論に偏�った幾何学的、抽象�

的な表現と�し�て捉えるのではなく、表現の�ための�

要素や方法が人間の感情と結�びついて、豊かな美�

術表現をするための方法と�し�て設定されていると�

理解できる。�

　形や色彩がもたらす感情と�いうのは、例えば色�

の感情のように「暖かい感じ�」�「冷たい感�じ�」�「柔�

らかい感�じ�」といった感覚的な内容�や、高くそび�

える塔に対�し�て「崇高な感�じ�」というような直観�

的に把握するような内容も含�まれている。美術の�

理解には知的理解の他に感覚�的理解や直観的理解、�

さらには感性といった内容ま�でも含んでいると解�

することができる。�

　中学校において美術作品を�制作�し�たり鑑賞�し�た�

りすることで、豊かな感情を�育み、情操教育と�し�

ての役割を担うことができる�。そこには形や色、�

材料のもつ様々な感情があり�、絵画やデザインの�

構成や立体作品のもつ空間感�、�CGによる非現実の�

イメージなど多様な表現形式�の特性が感覚や感情�

を豊かにすると考えられる。�

2．小学校図�画工作科での〔共通事項〕�

3．中�学校美術科での〔共通事項〕�

〔�共通事項〕�が�わ�か�る�：視覚言語�の�活用�と�イ�メ�ー�ジ�の�形成�

山口大学教授　�福田　�隆眞�
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特　�集�新学習指導要領の�〔共通事項〕�がわか�る�！�

　前述のように〔共通事�項〕で示されている内容�

は、色や形の造形要素と�その活用と�し�ての視覚言�

語によってイメージを豊�かにする教育内容である。�

美術教育の方法と�し�て造形要素と視覚言語の�考え�

方は19世紀後半の印象派�以降に少�し�ずつ整理され、�

20世紀になってバウハウ�スを初めとする実験的な�

教育機関において確立さ�れてきた。�

　印象派以降の写実から�離れて、画家は外界から�

受容�し�たイメージや不安や希望�などの抽象的で内�

的なイメージを色や形で�表現するために、造形要�

素のもつ意味や感情を組�合せながら表現を�し�てき�

た。それらは印象派以降�のフォー�ビ�ズムやキュ�ビ�

ズム、表現主義や抽象主�義となって様々な絵画表�

現を色と形で展開�し�てきた。�

　同時に、19世紀後半か�ら工芸、デザインの発展�

が始まった。それは産業�革命以後の急速な科学技�

術の発展にともなって、�美術と�し�ての工芸、デザ�

インの世界の確立であっ�た。そ�し�て機械による日�

用品の生産も美�し�い製品をデザインすること�を目�

指�し�てきた。1920年代のバウハ�ウスの教育によっ�

て、機能的で合理的な色�や形が審美感に加わり、�

デザインの世界を拡大�し�た。機械生産のために幾�

何学的な形が求められ、�世界中の人々が使用する�

ために色彩心理や形態心�理が応用され、使いやす�

さや心地よさのために人�間工学が発達�し�てきた。�

　こう�し�た20世紀の美術、デザイン、�工芸の変遷�

と発展は美術教育に多大�な影響を及ぼ�し�た。特に�

デザインと映像の発達は�形と色とイメージの関係�

に新たな実験を繰り返�し�、常に斬新な美と新奇さ�

を見るものに提供�し�てきた。私達の身の周り�の工�

業製品は色も形も今まで�に見ることがなかったよ�

うな様々にデザインされ�たものが増え、映像では�

4．視覚言語�と�イ�メ�ー�ジ�

第3回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part3

現実には存在�し�ない世界が見られるよう�になって�

きた。�

　形態心理学や色彩心理学�はイメージの形成を豊�

かにする美術教育の方法に�影響を与えてきた。例�

えばD.A.ド�ンデ�ィスは「子供�の最初の�学習体験は�

触的意識を媒介と�し�ます。手の知識から外界と�の�

豊富な接触を通�し�て、認識はさらに臭、�聴、味を�

含むようになります。これ�らの感覚は急速に増大�

すると同時にやがて形象が�これを支配するように�

なります。すなわち視覚に�よって環境的情動的力�

学を見、認知�し�、理解する能力です。�」�と�し�、視覚�

の世界の優位と視覚リテラ�シーの重要性を述べて�

いる。�

本的な造形の特性を修得で�きるという利点もある。�

バウハウスが行った視覚言�語の系統化はデザイン�

の分野で発揮されたことか�ら、デザインの基礎と�

捉えられているが、造形要�素の活用は美術全般に�

機能する方法である。�

　また、視覚言語の構造を�理解することで、日本�

の美術文化の理解に繋がる�ことができる。バウハ�

ウスの実験が国際様式であ�ったので、国や民族の�

美術文化と離れた存在のよ�うに受け止められがち�

だが、日本の美術文化には�線を生か�し�、大胆な構�

図や意匠を駆使�し�た琳派や浮世絵の伝統�を有�し�て�

いる。造形要素や視覚言語�による美術教育は国際�

的な共通理解を基盤と�し�ながら、その国や民族�の�

特性を盛り込むことがなさ�れている。それがまさ�

に形や色がもたらす感情で�ある。それらは文化的�

基盤の上に成り立っている�。�

　19世紀に日本文化が西洋�に伝わり、日本人の自�

然主義と意匠化された表現�が新鮮に受け入れられ、�

ジャポニスムと�し�て注目された。近年、�日本の伝�

統や文化の教育ということ�で再認識されている。�

生活に根ざ�し�た自然主義的美学が日本の�伝統的美�

術・工芸の世界で表現され�てきた。�

　そこには日本独自の造形�要素や視覚言語が存在�

し�ている。例えば、�「に�じ�み」�や�「�ぼか�し�」�の表現�

は水や霧の自然環境に基づ�いている日本独特の造�

形要素であろう。また、非�対称や不定形、余白の�

美や省略などは自然を模�し�た日本庭園や日本画、�

工芸品の意匠など�

に見られ、それら�

は日本独自の表現�

である。さらに日�

本の模様は身近な�

モチーフを抽象化、�

簡略化�し�た表現を�

し�ている。また、�

不定形や幾何学的�

図形、抽象的有機�

的表現は不可思議�

でもあり、同時に�

感情や内面を表現�

し�ているともいえ�

る。これらの表現�

はわが国独自の造�

形要素と視覚言語による表現�であるといえる。�

　小・中学校における美術教�育の目的は美術文化�

の理解と創造である。そのた�めに表現や鑑賞の授�

業がなされている。そ�し�て図画工作科、美術科の�

学習の基礎には発想や構想と�イメージの形成があ�

る。�〔共通事項〕�はまさにそう�し�た美術教育の基礎�

を培おうとするものである。�わが国の美術文化を�

基盤と�し�た造形要素や視覚言語によ�って、形や色�

　さらに造形要素と視覚言�語の構造と�し�て、点、�

線、形、方向、明暗、色、�テクスチャー、大きさ、�

奥行き、運動などをあげ、�さらには対比と調和の�

関係で、�不安定・均衡、�非対称・対称、�不規則性・�

規則性、複雑・簡単、分離�・統合、錯綜・簡潔、�

強調・控えめ、気まぐれ・�予測性、動的・静的、�

大胆・繊細、力点・中性、�透明・不透明、変化・�

一定、歪み・正確、深み・�平坦、並置・単独、で�

たらめ・系列性、鋭敏・散�漫、偶発的・反復性な�

どの特性をあげている。こ�のように視覚言語の構�

造を理解�し�整理することで、視覚的表現�の受容や�

理解が進むと考えられる。�

　視覚言語の構造を使って�美術教育を進めること�

は、バウハウス以後、専門�教育だけでなく、小・�

中学校においても明快な方�法と�し�て受け入れられ�

た。わが国の戦前の造形性�を重視する形象図画教�

育や構成教育運動、構作教�育などに見られ、戦後�

では造形教育センターの活�動や昭和30年代からの�

デザイン教育の方法に見る�ことができる。�

　この教育については賛否�両論がある。知的に先�

行�し�すぎるとか、幾何学的なもの�や抽象的なもの�

になりやすいなどの批判も�あり、逆に基礎的・基�

5．日本�的な�も�の�

6．お�わ�り�に：美術の力�と�〔共通事項〕�

から受ける感�

情を豊かに醸�

成させ、イメ�

ージの形成を�

促すものであ�

る。それは硬�

直化�し�た方法�

論による学習�

ではなく、柔�

軟であったり�

直観的理解で�

あったりする。�

〔共通事項〕�

は、児童生徒�

が社会人とな�

って美術文化を愛好�し�、理解�し�、さらには美術文�

化の創造にまで関わることを�想定�し�た学習内容で�

ある。まさに美術の力となる�ものである。�

（ふくだ　たかまさ）�
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特　�集�新学習指導要領の�〔共通事項〕�がわか�る�！�

　私は教育者ではありま�せん。中学、高校の美術�

の教員免許をいちおう持�っていますが、はるか昔�

のことで今どき役に立つ�とも思えません。�

　�「では絵描きさんです�か」�と聞かれます。日々ビ�

ジュアル表現の直近にお�りますが、絵画を売って�

生計を立てている訳では�ありません。�

　�「�じ�ゃ、なに様？」�　おそらくアー�ト�の入門書を�

つくり続ける一風変わっ�た作家というところが、�

ここでの私の肩書きであ�ろうかと思います。�

　そんな私に、美術教育�の専門誌である「造形ジ�

ャーナル」から原稿依頼�を�し�ていただきま�し�た。�

　�「はて？　なにを書け�ばいいのだろう」�

　悩みながら既刊号をぱ�らぱら読ませていただい�

て、ちょっと驚いたこと�がありま�し�た。�

　最近は教育現場でも「�私がやってきたのと同じ�

ようなことをやっている�」という発見です。個人�

的に楽�し�みながら15年続けてきた「名�画の敷居を�

下げる」活動。それが教�室でも少�し�ずつ活用され�

るようになっている。そ�のことをうれ�し�く思いな�

がら、一方で時代の変化�も感�じ�ま�し�た。�

　ご存�じ�の方も多いと思いますが、小�学館あーと�

ぶっくシリーズ16巻�（�『ゴッホの絵本　うずま�きぐ�

るぐる』から『ミロの絵�本　うっかり地球へ』ま�

での個人編13巻と�『ひらめき美術館』�全３巻）�を刊�

行するにあたっては、な�かなか高いハー�ド�ルの連�

続で�し�た。絵を切りぬいたのが�原因です。�

　�「ベー�ト�ーベンは正座�し�て聞くものだって、�親か�

ら教えられたのに。近頃�はこういうゴッホの本が�

出る。うれ�し�いね」と喜んでくださる�方もあれば、�

「ゴッホの絵を切り抜く�とはなにごとぞ」という�

ご批判もありま�し�た。�し�か�し�、読者の皆さんから�

の�ほ�と�ん�ど�の�声�は、�「こ�う�い�う�の�を�待�っ�て�い�ま�し�

た。がんばって」という�もので�し�たから、励みに�

こそなれ、立ちはだかる�壁という感覚はありませ�

んで�し�た。�

　やはりたいへんだったの�は、作品の所蔵機関と�

著作権継承者たる遺族�（代理人）�のチェックです。�

　ク�レ�ーの遺族のように実に友好�的な場合もあり�

ますが、�ピ�カソやマティス、シャガール�などは本�

当に厳�し�く、くり返�し�本の趣旨を説明する手紙�を�

書く以外ありませんで�し�た。10年越�し�でようやく�

許可が下りたミロのような�例もあります。もちろ�

ん作家の権利を守るのが著�作権や人格権ですから、�

それは当然のことですけれ�ど。�

　�『画家の手もとに迫る　�原寸美術館』�の場合も企�

画段階ではなかなか理解さ�れず、�「原寸を表現�し�て�

なにが面白いの？」と正面�切って言われた時には、�

本当に落ち込んだものです�。�

　こんなことを経て、すべ�ての方が私の願いを聞�

いてくださり、現行のシリ�ーズになった訳ですか�

ら、昨今軽々に名画を切り�ぬいている本などを見�

ますと、複雑な気持ちにな�らざるを得ません。物�

事はファース�ト�エン�ト�リーがたいへんなのです�。�

　冒頭から苦労自慢のよう�な話になって�し�まいま�

し�たが、お許�し�ください。自己紹介に代�えさせて�

いただきたいと思います。�

　私は、子どもと名画をつ�なぐ媒体と�し�てずっと�

書籍というものを使ってき�ま�し�た。あるときは絵�

本のような展開に�し�たり、美術館のようなスタ�イ�

ルに�し�たり。単に「この絵はこう�いうもの」とい�

う解説をめざ�し�ているつもりはなく、小�さな物語�

とともに息づき味わいなが�ら、その世界に親�し�ん�

でもらいたいという思いが�ありま�し�た。�

　そ�し�て、シリーズをはじめてか�らちょうど二世�

代くらい巡ったと感じた最�近、絵本というメディ�

アで�ト�ライ�し�てきたことをさらに進化�（？）�させ、�

子どもたちがワクワクでき�るような別の可能性は�

ないだろうかと思いめぐら�すようになりま�し�た。�

 一作家�と�し�て�

第3回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part3

　名画�（国内外を問わず、�古代から20世紀までに�画�

家�・�彫�刻�家�に�よ�っ�て�制�作�さ�れ�た�造�形�遺�産�）�を�見�る�

という、あまり注目される�ことがなくなったフィ�

ール�ド�の楽�し�さを、あらたにどう伝えて�いったら�

いいのかという幕開きに立�ち会っている感触が、�

今ささやかにあります。�

　子どものころ、先生の呼�びかけに応え、近くの�

畑に縄文土器探�し�に行ったことがありま�す。潮干�

狩りさながらに畑を掘るわ�けです。幼い私にとっ�

て「大人はどう�し�てこんなことに興味を�持つのか�

な」というのが初めの正直�な感想だったように記�

憶�し�ています。�

　ところが、３センチぐら�いの土器なのか石なの�

か判別できないようなもの�を土の中に見つけ、友�

だちと一喜一憂するうちに�、少�し�ずつ縄文土器や�

大昔というものが頭のなか�で動き始め、後々まで�

ひっかかり続けたという思�い出になっていきます。�

この年齢になってもこの日�のことを思い出すくら�

いですから、内心かなり衝�撃的な体験になったこ�

とは間違いありません。�

　自分にこういうチャンス�が与えられたという記�

憶は、�「恵まれている」�といううれ�し�い思い出とな�

って心の隅に残っていま�し�た。�

　私自身の古い記憶を披露�し�てなにをお話�し�たい�

かといいますと、未知なる�ものに出会うチャンス�

は子どもにとってもたいへ�ん貴重なものだという�

ことです。釈迦に説法です�ね。�

　�『原寸美術館』�をつくった時、誰よりも�楽�し�んだ�

のは実は私自身だったかも�し�れないと思っていま�

す。名画の名画たるありか�を細部に探�し�ていくと�

いうことを自分で繰り返�し�てみて、全図では決�し�

て見ていなかったものを見�つける経験をたくさん�

し�ま�し�た。�「秘境探検」�と形容�し�てくださった高名�

な書評者もいらっ�し�ゃいま�し�たが、基本は「宝探�

し�」だと思っています。�

　子どもたちにとって、宝�探�し�がワクワクする行�

為だということはだれにも�想像がつきます。�

　動くことのない静止画で�ある名画と、子どもた�

ちとの出会いの新�し�いフィール�ド�づくりにも、ど�

う�し�てもこのワクワク感が必要で�す。�

　子どもは実に細部をよく�見ます。�「絵を見る」�フ�

ィール�ド�にうまく誘導された子ど�もたちの視線は、�

大人が見落とすようなささ�やかなものを見つけて、�

「あっ、�こんなものが描かれてい�る」�「ここがおも�

し�ろ�い、こ�こ�が�好�き�だ」�「こ�こ�が�嫌�い」と�騒�ぎ�ま�

す。けっこう騒ぎます。�

　この春、東京三鷹のジブリ�美術館で、ルーヴル�

の名画を見るアー�ト�プログラムを子どもた�ちと行�

いま�し�た。つきあい方の分からない�ものを前に�し�

戸惑った子どもたちの表情が�、少�し�ずつ変化�し�て�

いくのに興味深く立ち会うこ�とができま�し�た。�

　画集は伝統あるすばら�し�いメディアですが、私�

はここ２～３年、画集ととも�に絵を見る「空間」�

というものを通�じ�て、子どもたちが名画に�接する�

チャンスを広げることはでき�ないかと考えるよう�

になり、試行錯誤を続けてい�ます。�

　そのひとつが「複製による�名画の展覧会」�。�

　時代は同�じ�ようなことを個別に考えた人�々によ�

って、前へ横へと転がり出ま�す。その例のように�

感�じ�たのが、ジブリ美術館で�の展示で�し�た。�

　なんとこの春まで一年間開�催されていたジブリ�

美術館での「プチ・ルーヴル�展」は、ルーヴル美�

術館所蔵の数十点の名品複製�画と展示の工夫で�し�

た。私とスタッフがとある美�術館と進めていた展�

示スタイルと通�じ�るところがあって、正直�驚きま�

し�た。これは宮崎吾朗さんの�原案と種田陽平さん�

のプランによるものです。よ�く工夫された展示で�

私自身楽�し�ませていただきま�し�たが、作品の選択�

そのものには再考すべき点も�感�じ�ま�し�た。�

　さて、一般に複製というと�、�「オリジナル」�に対�

し�ての「偽物」というイメー�ジを抱きがちです。�

確かに唯一存在する「オリジ�ナル」に対�し�て「複�

製」はコ�ピ�ーに過ぎないということ�もできます。�

ですが、複製であるがゆえの�メリッ�ト�も実はたく�

さん存在�し�ます。�

宝探�し�

こ�こ�ま�で、�そ�し�て�こ�れか�ら�

デ�メ�リ�ッ�ト�が�メ�リ�ッ�ト�に�

ジブリ美術館のアー�ト�プログラムで使った、細部を見る力�
と宝探�し�のためのナ�ビ�カー�ド�。こう�し�た導入をつくること�
で、美術史の知識のなかで語られるべき歴史的名品も、子�
どもたちがアプローチ�し�やすいものになる。�

ア�ー�ト�デ�ィ�レ�ク�タ�ー、エ�ッ�セ�イ�ス�ト�　�結城　�昌子�
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世界は広い。感�じ�方はい�ろ�い�ろ�
　現在、日本の優れた印�刷会社さんに蓄積された�

ノウハウと新�し�い技術を活用すると、�目を見張る�

再現ができるようになっ�ています。�実際、�「複製」�

と小さく脇に書き添えて�、オリジナルを保護する�

目的や動かすことが不可�能な作品の複製を展示す�

る美術館や展覧会も少な�くありません。�

　こんな話もあります。�長い伝統を守り、ご本尊�

を秘仏と�し�て何百年も公開�し�ないお寺があります。�

そう�し�たお寺では、ひとつの対�応策と�し�て「御前�

立ち」という代わりの仏�像を作って参拝者の前に�

出すということが行われ�ています。京都のお寺で�

ご住職の話に耳を傾けな�がら御前立ちの仏像を見�

せていただき、なるほど�と思いま�し�た。�

　学校サイ�ド�でも美術館でもあるいは�それ以外の�

現場でも、こう�し�たことがもっと工夫されて�もよ�

いのではないで�し�ょうか。�

　その際、�レ�プリカを並べた空間をそ�のまま「名�

画展」と�し�、そこに子どもたちをつれ�ていき眺め�

ることが鑑賞かというと�そうではなくて、そこに�

は子どもにとっての導入�のさまざまなフックが用�

意されていなければなら�ないと思います。�

　宝探�し�に続いて、私はこんな語りか�けをするよ�

うに�し�ています。�

　�「この絵の中からも�し�一枚もらえると�し�たら、�ど�

の作品がいい？」�

　ただ漫然と宝ものを眺�めていても、自分とどう�

いう関係があるのかよく�わからない場合が多いも�

のです。�し�か�し�ここで、自分のものに�すると考え�

ると、がぜん見る目に気�合いが入って自分の好み�

が�は�っ�き�り�見�え�て�き�ま�す。�「こ�の�絵�が�気�に�な�る�な�

あ」と思った時に、なぜ�その絵が気になるかをひ�

とつ考えてみる。すると�意外にも「私は風景を描�

いた絵が好きなのだ」�とか、�「この色が好きだ」�と�

か、�「描かれている人の悲�し�そうな感�じ�がいい」�と�

か、いろんな発見が始ま�ります。�

　こう�し�たやり方で子どもの感受性を�目覚めさせ�

ると言えば大げさになり�ますが、ひとつの絵を好�

きになるということはと�ても大事なことです。次�

の絵を見る際その一枚の�絵が基準になり、親�し�み�

やすく簡単に入り込める�ようになると思います。�

　�「友だちの友だちは友�だちだ」�風に絵を見ていく�

力が育っていくこと、そ�れこそが鑑賞のツボだと�

思っています。�

　今年、目前の新学習指導�要領実施に向けて、鑑�

賞学習についての方法が頻�繁に話題にのぼるよう�

になると思います。表現と�鑑賞。この二つのバラ�

ンスの上に立つ図画工作、�美術の授業とはどうい�

うもので�し�ょうか。少�し�考えてみま�し�た。�

　絵を描くことが上手な子�が、必ず�し�も絵を見る�

力があるわけではないです�し�、絵を見る力があっ�

たと�し�ても即、手が動くわけでは�ありません。�

　�し�か�し�往々に�し�て「見る目が育つと手�も自然に�

ついてくる」ことを私は体�験�し�ています。�

　教室でいきなり「好きな�ように描きま�し�ょう」�

「思うまま」と言われても�、大人だって好きなも�

のがなんであるかを発見す�るまでに何十年もかか�

り、いまだに発見できずに�いるなんていうことが�

あるように、子どもたちに�いきなり「好きなよう�

に」と言っても、できるわ�けはありません。�

　そこで例えば、�なんでもない風景を前に�し�て�「風�

景を描きま�し�ょう」という時、まず「モ�ネという�

画家はこんな風に空を描き�ま�し�た」�、�「ゴッホとい�

う画家はこんな空に描きま�し�た」�、�「マグリッ�ト�は�

こんな空になりま�し�た」と違ったいくつかの複�製�

画を見せると�し�ます。絵を見て、子ども�たち自身�

が�「ああ、同�じ�空でもこんなに違っていい�のだな」�

と気づいたその時から、何�かが子どもたちの中で�

変化�し�、たとえうまくまとめられ�なくても、押�し�

つけられたものではない、�いきいきと�し�た自分の�

絵を描くようになると私は�経験から感�じ�ています。�

　真似させようとするので�はなく、たっぷりいろ�

いろな作品を見せることに�よって、子どもたちの�

可能性がシンクロ�し�て飛躍することがあるとい�う�

事実を信�じ�ていただきたいと思います。�

　何かを真剣に見つめると�いうことはそういうこ�

とだろうと思います。�

　鑑賞学習の可能性を広げ�る�レ�プリカのメリッ�ト�

をもう少�し�考えてみたいと思います。�

　ヨーロッパなどでは、美�術館の床にぺたっと座�

ってみんなで絵について語�り合っている鑑賞風景�

をよく見かけます。私もそ�ういう現場に参加させ�

てもらったり、あるいは私�自身がプログラムのフ�

ァシリテーターとなったり�し�てさまざまなことを�

学びま�し�た。�

　日本が遅れているかとい�ったら、決�し�てそうは�

思いませんが、少�し�閉ざされているかも�し�れない�

とは思います。絵画のあり�ようの差からいって、�

仕方がないことかも�し�れません。�

　いいものを見たときにな�にか感�じ�たと�し�ても、�

「大きな声で�し�ゃべってはいけない」�、�「走っては�

いけない」�「さわってはいけない」�という子どもた�

ちにとっての三重苦のなか�で、すこやかなコミュ�

ニケーションがはかれるほ�ど、日本の子どもたち�

もリー�ド�する私たち自身も成熟�し�た鑑賞文化の中�

で育ってきてはいないと思�います。かといって、�

美術館サイ�ド�に自由にさせてほ�し�いといってもそ�

れは困難なことで�し�ょう。�

　�「�傷�つ�け�た�ら�二�度�と�つ�く�れ�な�い�世�界�に�ひ�と�つ�し�

かない作品」�、�「作品を守っている美術館�に感謝�し�

よう」と呼びかけている以�上、リー�ド�する側が過�

度に神経質になることもあ�るかと思います。�

　そこで複製画の登場です�。�レ�プリカですと、さ�

わっても大丈夫。ある意味�その前で少�し�くらい騒�

いでもオーケーです。も�し�万が一傷ついたと�し�た�

ら再びつくることも可能で�す。�

　この親�し�みやすさから、より深�く自在に絵画空�

間に入り込むことができる�のではないで�し�ょうか。�

私はオリジナルの持つオー�ラというものを無視す�

るものではありませんが、�できのよい画集によっ�

て私たちが作品に感動でき�るように、複製画ゆえ�

に感動が絶たれるというよ�うなことはないように�

思います。デメリッ�ト�をメリッ�ト�に転換する発想�

が必要です。�

　では印刷複製を見るのでは�なく、進化�し�つつあ�

るモニタ映像で鑑賞するとい�うことがあってもい�

いのではないで�し�ょうか。これなら、教室�にいな�

がらに�し�て名画を見ることができま�すから。�

　確かにそうに違いありませ�ん。なぜ印刷複製に�

こだわるので�し�ょう。自分が絵を描いてき�た人間�

でもあり、�「絵の具に魅せられてきた�人間だから」�

という他に決定的な理由がな�いような気も�し�ます。�

し�か�し�、事はそれほど簡単なことで�はないのです。�

字数がある限りでお話�し�ます。�

　油絵とかフ�レ�スコ画とかは、絵の具を重�ねるこ�

とによって描き出された作品�です。これらは人間�

の視覚にとって「減算混合に�よって描き出され、�

反射光によって目に飛び込ん�できている」という�

了解が私の心のどこかにある�のかも�し�れません。�

重ねれば重ねるほど濁ってい�く世界、あるいは塗�

った下から前にぬった色がにじ�み出てくる世界。�

　微妙な減算混合によって醸�し�出されるニュアン�

スが絵の具による絵画世界に�は存在すると思って�

います。モニタの透過光によ�る色彩の世界では、�

同�じ�青でもちょっとだけ暖か�みのある青とか、冷�

たさのある青とかのニュアン�スが残念ながらうま�

く再現できないように感じて�います。そ�し�て黒！�

　今、世界中が透過光モニタ�上の動画で埋めつく�

されています。そんな時だか�らこそ逆に私は、仮�

想空間ではない自然反射光で�見る絵画の名品を子�

どもたちには体験�し�てもらいたいと思って�います。�

モニタ映像での鑑賞授業は、�まだ実験段階です。�

その前に体験�し�てほ�し�いことがあるわけですから�。�

　といいながら、アー�ト�は時代とともに変化する�

のも事実。作品自体が仮想空�間上でつくられてい�

るものも今では多く、モニタ�で鑑賞するのがふさ�

わ�し�いものもあります。その�ことはもはや言うま�

でもありません。�私自身テ�レ�ビ�で�「原寸美術館37V

版」という番組をやっていま�す�し�、マルチメディ�

アそのものを否定�し�ている訳ではないので�す。�

　紙面が尽きま�し�た。この先の話はまた、�別の機�

会にさせていただきたく思い�ます。�

（ゆうき　まさこ）�

し�ゃ�べ�る�な、走�る�な、�さ�わ�る�な�

モニ�タ�で名画鑑賞？�



　朝、学校に向か�って車を運転�

し�て行くと、たいてい登�校中の�

子どもたちと同じ�時間帯に同じ�

場所で会います。�学校への通勤�

には、車で2�0�分ほど。吹雪の日�

や路面がつるつる�の時はどきど�

き�し�ますが、私はこの通�勤の時�

はこの季節です�。何を�し�ている�

のかなあ、と思�って見ていると、�

大きな車が通っ�たときに、歩道�

にうつる車の影�を飛び越えてい�

るのです。その�バス停に来る子�

どもたちは、何�年かその季節だ�

け、同じように�し�て遊んでいま�

し�た。大きいお姉さん�が卒業す�

ると、弟なのか�、また入学�し�て�

きた子どもが同じ�ように�ト�ラッ�

クの「影飛び」�を引き継いでい�

ま�し�た。�

　前任校では、�運動会と春の遠�

足�前�の「全�校�て�る�て�る�ぼ�う�ず�

展」というもの�がありま�し�た。�

晴天を願って、�一階のホールに�

全校の子どもた�ちでてるてるぼ�

うずを作ってき�てもらって、飾�

るというもので�し�た。遠足まで�

11

　�「先生、�次はどうすればいいで�

すか。�」�私の図工の授業で�よく聞�

かれた声。失敗を�恐れ、上手に�

つくらなければ、�という思いに�

とらわれ、つくる�喜びを忘れて�

いる子どもたちを�、どう�し�たら�

解きほぐ�し�て自分の思いにこだ�

わった表現へとつ�なげられるか。�

模索が始まった。�

　まずは、思うま�まにつくり、�

つくりかえること�の楽�し�さを味�

わわせたい。�そこで、�「生き物ラ�

ン�ド�へようこそ」�という題材に�

取り組んだ。�本校は、�全国的に�

有名な岩谷堂箪笥の産�地。�近く�

の工房から廃材をいた�だき、�そ�

れを自由に活用させた�。�

　材料との出会い。�さまざまな�

形�の�木�片�や�か�ん�な�く�ず�を�好�き�

なだけ触らせた�（写真１）�。�首に�

巻�く�子�や�頭�に�乗�せ�る�子�も�い�た。�

友達に�「�これ羽みたい。�」�「たて�

がみになるよ。�」�などと、感じた�

ことを交流�し�ながら想像をふ�く�

らませる。�

　創作意欲が高�まったところで、�

道具との出会い�。ちょうど祖父�

母参観日があっ�たので、学級通�

信で呼びかけ、�のこぎりやかな�

づちの使い方を�教わった。おぼ�

つかない手で作�業する子どもた�

ちを温かく見守�り、時には手本�

を見せてくださ�る中、和やかに�
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ずでも、なんとか拾っ�て持ち帰�

ろうと�し�た子どもの気持ちが�嬉�

し�くて、学校に戻って�、こっそ�

り玄関先の水道で足を�洗ったの�

を覚えています。�

　３月になると、学校�の行き帰�

りで、毎年、ネコヤナ�ギを探�し�

ます。卒業式の日の朝�、家を早�

めに出て、道ばたに車�を停め、�

長靴にはきかえ、小さ�いのこぎ�

りや花ばさみを持って�枝をもら�

ってきます。それを学�校の中に�

生けるのがわた�し�のここ数年の�

楽�し�みです。その辺に�あるネコ�

ヤ�ナ�ギ�で�も、�「先�生、こ�れ�な�

に？」と聞いてきて、�その感触�

を楽�し�む子たちがいま�す。この�

次に、その子たちが道�ばたのネ�

コヤナギと出会ったと�きに、思�

が無事に終わって、�てるてるぼ�

うずをそれぞれが持�ち帰ること�

になった日、なにか�の用事で学�

校から出て運転を�し�ていま�し�た。�

学校と住宅の間には�田んぼがあ�

って、そのあぜ道を�通って帰っ�

て行く子どもが二人�いま�し�た。�

　のどかだなあ、と�思って通り�

すぎ、用事が終わっ�て学校に向�

かうと、その子ども�が二人、私�

の車を見て手を振っ�て何か叫ん�

でいま�し�た。車を降りてみ�ると、�

今日持ち帰ることに�なっていた�

てるてるぼうずが、�田んぼの中�

に落ちていたので�し�た。靴を脱�

いで、はだ�し�になり、温かい田�

んぼの泥と水の中に�入って、て�

るてるぼうずを拾い�ま�し�た。泥�

がついて�し�まったてるてる�ぼう�

い出�し�てくれるといいな�あ、と�

思います。�

　学校の行き帰り�に見つけた子�

どもに繋がる風景�も、教室での�

何気ない生活のつ�ぶやきもちい�

さな日々の宝物で�す。それが子�

どもたちが今�し�か味わえないで�

あろう大事なもの�だと焦点を当�

てることすら忙�し�い時代の流れ�

の中で、難�し�いことなのかも�し�

れません。でも、�だからこそ、�

そんな子どもたち�の状況の中で、�

子どもたちの思い�を拾って、互�

いに共有できる図�工の時間をつ�

くっていきたいも�のです。�

（ききょう　ちえみ）�

間に題材やテーマ�を思いつくこ�

とがあります。�

　大きな国道沿い�を朝、通って�

いると、春先、日�の出が遅くて、�

長い影ができる季�節があります。�

バス停でバスを待�つ子どもたち�

が、ぴょんぴょん�はねているの�

　�「�音�か�ら�イ�メ�ー�ジ�す�る�っ�て�初�
め�て�！　楽し�い」と�い�う�生�徒�の�
声が聞こえてく�る。�これは、�音を�
も�と�に�し�て�イ�メ�ー�ジ�を�絵�に�表�す�
学�習�を�し�た�と�き�の�生�徒�の�声�で�あ�
る。�
　何�か�を�作�り�た�く�て�も�発�想�が�わ�
か�ず、苦�い�思�い�を�し�て�い�る�生�徒�
が�多�く�い�た。そ�れ�で�は�美�術�へ�の�
関心も高まらな�い。�そこで、�関心�
の�高�い�音�楽�を�活�用�す�る�こ�と�に�よ�
っ�て�美�術�の�発�想�力�を�身�に�付�け�た�
いと考え、題材�開発を�し�た。�
　ま�ず�楽�し�く�発�想�が�わ�き�や�す�く、�
そ�の�思�考�過�程�が�生�徒�自�身�に�定�着�
し�や�す�い�も�の�を�考�え�た。そ�こ�で�
「音�楽�か�ら�発�想�し�た�こ�と�を�抽�象�
絵�画�に�表�す」と�い�う�学�習�過�程�を�
設定�し�てみた。�

　生�徒�は、オ�ー�ケ�ス�ト�ラ�の�生�演�
奏�を�目�の�前�で�見�て�多�く�の�気�付�き�
を�し�た。生�の�演�奏�を�聴�い�た�こ�と�
で、実�際�に�聴�こ�え�る�音�を�イ�メ�ー�
ジ�とし�て�と�ら�え�や�す�く�す�る�こ�と�
ができた。�
　あ�る�生�徒�は、そ�の�音�楽�の�様�子�
か�ら�動�物�を�想�起し�、そ�の�動�物�の�
図�柄�の�中�に�多�様�な�イ�メ�ー�ジ�を�描�
きあげた。�
　音�楽�を�聴�い�て�描�い�た�そ�れ�ら�の�
作�品�に�は、単�に�発�想�を�形�にし�た�
も�の�で�は�な�い�個�々�の�思�い�の�詰�ま�
ったものが並ん�だ。�
　�「先生、美�術って楽�し�いね」�そ�
ん�な�言�葉�を�聞�く�た�び�に、ま�た�授�
業�の�創�造�を�す�る�力�が�わ�い�て�く�る�
今日この頃であ�る。�

（あらき　ゆき�）�

子�ど�も�た�ち�の�思�い�を�拾�う�こ�と�

北海道赤平市立豊里小学校�
桔梗　�智恵美�

「生�き�物�ラ�ン�ド�へ�よ�う�こ�そ�」�石川　�由美�（岩手県奥州市立岩�谷堂小学校）�

作業が進んでいった�（写真２）�。�

　この題材では、製�作中にも積�

極的に鑑賞を取り入�れてみた。�

「立つように�し�たいのにうまく�

いかないの。�」�「背中をななめに�

切った木で支えてみ�たら。�」�とい�

った対話の中から、�新たな発想�

が生まれ、自分の思�いがさらに�

深まり、いつ�し�か「次はどうす�

ればいいの？」とい�う声が減っ�

ていった。�

　�「飛べる�し�、火もふくよ。�」と�

自慢げに完成品�（写真３）�を見せ�

てくれる子どもたち�の表情に、�

喜びを見出すことが�でき、こち�

らも授業づくりへの�活力とこれ�

からのヒン�ト�をもらった。�

（い�し�かわ　ゆみ）�

発想�を�膨�ら�ま�せ�て�荒木　�由紀�（茨城県稲敷市立新�利根中学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�

写真1 写真2 写真3
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教材研究�
小　�学　�校�

　本題材は、�「秋吉台国際芸術村～アー�ティス�ト�・�

イン・�レ�ジデンス」というプログラム�のご協力を�

いただいて実現�し�たものである。�「守喜章」�という�

二人組アーティス�ト�によるワークショップと�いう�

形式で実施された。実際�に来校されたのは、その�

うちの一人の守章さん。�題名は「おかげさま」で�

ある。�「おかげさま？　きょうの�図工の授業は何を�

するんだろう？」きょと�んと�し�つつも期待の気持�

ちをのぞかせる子どもた�ち。いつもと雰囲気の違�

う授業が始まった。�

（1）�題材名・学年・時間�

　�「おかげさま」・第６�学年・２時間�（90分）�

（2）�準備物�

　ライ�ト�（光源）�、円形シール�（直径５㎜、銀色）�

（3）�活動の流れ�

①く�じ�引きで二人組をつくる。�

②ペアのうちの一人がラ�イ�ト�の前で好きなポーズ�

をつくる。�

③壁に映った影の輪郭を�なぞるようにパー�ト�ナー�

がシールを貼る。※壁との距�離は自由に決める。�

④貼り終わったらパー�ト�ナーと役割を交代する。�

⑤二人とも貼り終わった�ら、二人で題名を考える。�

⑥活動の気づきを発表�し�合う。�

　通常の造形活動では、�人の形になったシールの�

ラインが作品になる。�し�か�し�ここでは、�「二人の子�

ども同士の関わり方その�もの」も重要な内容であ�

り、貼られたシールはそ�の「アリバイ」のような�

ものになる。自分の影で�ありながら人にシールを�

貼ってもらって初めて輪�郭のラインが表れる。だ�

から、あなたのおかげ、�「おかげさま」�なのだそう�

だ。�

（4）�活動の実際�

　活動の場所は、白い壁の�ある廊下や階段を選ん�

だ。子どもたちが普段生活�する環境に、影がひっ�

そりと存在するように残�し�たい、と考えたからで�

ある。色が銀色で直径が５�㎜程度の円形のシール�

という材料も、この繊細で�生々�し�い存在感に深く�

関わっている。�

　また、�ペアの決め方もとても重要で�ある。�「二人�

の関わり方が見えるように�する。�」�ということは仲�

良�し�ペアばかりでは、相手に応じ�て関わり方を変�

えるおも�し�ろさがなくなって�し�まう。�し�たがって、�

く�じ�引きでペアを決め、様々な関�係が表れるよう�

に�し�た。�

　絶えず話�し�合って仲良く進めるペア、�仲が悪い�

わけではないけれどなんと�なくぎこちないペア、�

会話はほとんどないように�見えても意外にスムー�

ズに進めている男女のペア�、様々である。互いに�

1．�ゲ�ス�ト�・アーテ�ィ�ス�ト�を�お呼び�し�て�

2．題材の概要 

　これらを部�

分的に見て判�

断するのは誤�

解�し�て�し�まう�

可能性はある�

が、互いに自�

分の影をパー�

ト�ナーの努力�

によって表�し�

シールを貼り終わったら、�二人で題名を考えた。�

「様々なポーズ�

があります。�」�

　シールを貼っ�

てもらった後、�

改めて自分の影�

を見つめると、�

自分の影であり�

ながら新鮮に見�

えたようだ。各所から笑い�声などが聞こえてきた。�

　また、夜、仕事を終えて�帰宅する先生方が、暗�

がりに人の影が見えるよう�で一瞬�ド�キッと�し�た、�

という笑い話まで生まれた�。子どもの影の輪郭線�

が白い壁にうっすらと浮き�上がると妙に生々�し�く�

見えるそうだ。�

　�「影の輪郭にシールを貼�るのは、�思ったより大変�

だったけど、�後から見るとおも�し�ろかったです。�」�

「輪郭を見ただけで○○君�というのがわかるので、�

リアルだと思いま�し�た。�」�「友だちの影に、てい�ね�

いにシールを貼りま�し�た。�」�「○○さんたちのペア�

は、よく協力�し�てやっていま�し�た。形もリアルで�

し�た。�」子どもたちの感想の一部で�ある。�

　この感想からも「関わり�方」を確認することは�

できるが、他に例をあげる�と、ポーズを決める際�

の様子も参考になる。直立�不動のポーズとおどけ�

たポーズを比べても、パー�ト�ナーに対する意識が�

見て取れる。�また、�題名のつけ方にも表れる。�「よ�

し�きと�し�ょうた」や「ダブルゆう�や」�、�「はるか＆�

モーリーズ」など、そのま�ま名前を並べるのと一�

工夫するのとでは、二人の�間の意識はそれぞれ違�

うはずだ。�

てもらっているので、�「おかげさま」�という言葉ま�

では出なくても、全体的に「�人にやってもらって�

いる。�」という気持ちはあっ�たようだ。�

　また、この題材に特有な出�来事が振り返り活動�

の際に起こった。活動の気づ�きを各自が発表�し�て�

いたときのことだ。互いの思�いがずれて�し�まって、�

スムーズに活動できないペア�があった。ところが�

このペアが守さんにほめられ�たのである。二人の�

もどか�し�い気持ちが活動の姿によく�表れていたの�

だ。さらに、二人は作品の題�名を「ＲさんとＫさ�

ん」とつけていた。この題名�のつけ方にも、二人�

の距離感が見て取れる。�

自分�と�友�だ�ち�の�心�の�距離�は�見�え�る�？�

山口県美祢市立大�田小学校　�佐々木　�真治�

　この視点は教師の私にとっ�ても新鮮であった。�

通常、学校教育の現場では、�人間関係がうまくい�

かない場合、解決策を考え支�援する。�し�か�し�、こ�

こではいきなりそこまでせず�に、まずはその関係�

（距離感）�そのものをアー�ト�の視点から浮き彫りに�

し�ようというのだ。もちろん�二人は、互いにシー�

ルを貼る最低限のことは行っ�ていたからこそ活動�

が成り立っていたわけで、そ�れすらできなければ�

私も何か働きかけたであろう�。�

　守さんと私�（教師）�で事前に内容の打ち合�わせを�

し�ておいたので、共通理解の�下に判断に迷わずに�

進めることができた。�

　やはり、教師は目の前の子�どもたちに何が必要�

か考え、アーティス�ト�の意図も�し�っかりくみ取っ�

て授業をコーディネー�ト�し�なければならない。�

　このような実践では、子ど�もはもちろん教師に�

とっても新�し�い視点を獲得する絶好のチャ�ンスに�

なるので、今後も積極的に取�り組んでいきたいも�

のである。�

（ささき　�し�ん�じ�）�

3．活動か�ら�見�え�た�も�の�

4．�アー�テ�ィ�ス�ト�と�教師の視点�を�結ぶため�に�～地域�の�芸術�セ�ン�タ�ー�と�の�連携授業～�

もりよ�し�あき�

もり�あ�きら�

「守さんともペアを組ませていただきました。」�



　ここ数年「和風生活の�美」を教材研究のテーマ�

と�し�て掲げ、�「１年間に１題材」�をノルマと�し�て開�

発や先人の教材カバーに�チャ�レ�ンジ�し�ている。そ�

し�て、鑑賞の授業でも時間短縮�のために、造形に�

つなぐ教材�（�「鳥獣人物戯画」をアニメ�－ション・�

マ�ン�ガ�や�水�墨�画�へ、�「琳�派」を�箔�貼�り�日�本�画�へ�な�

ど）�を考えてきた。４時間内で�完成できる�「ショー�

ト�教材」�で、�「早く・楽�し�く・使える」�を目標に教�

材開発をする必要があっ�た。また、地域の達人や�

特産物などを取り入れた�生徒が身近に感�じ�るもの�

や、今の生活で役立ち、�装飾性のある美�し�いもの�

を扱い、学習意欲の持続�や学習の深まりもねらっ�

てきた。新学習指導要領�の改訂の重要な項目にも�

なっているので、美術の�先生方に御指導を頂きた�

く思い提案するものでも�ある。�

14 15

教材研究�
中　�学　�校�

香川県高松市立�牟礼中学校　�四宮　�和広�

和風教材�あ�ら�か�る�と�
～日本�の�文化�と�生活�の�美�を�見直�す�試�み�～�

る。竹やプラスチックの�うちわの支軸に和紙を貼�

る。�

　②涼�し�い色みや曲線・直線による感�覚的な平面�

構成で、色紙のコラージ�ュ構成の学習成果と�し�て�

制作させる。テーマは夏�に向けて家庭で使えるも�

のや体育祭の応援グッズ�の図柄にする。材料の工�

夫で写真や広告などユニ�ークな発想も受け入れ、�

構成の学習を主に進めて�いく。�

　③この授業から部活動�で総合体育大会の応援グ�

ッズを自主制作�し�たり、感覚的な構成模様を�他の�

　①丸亀市特産の�

「うちわ職人技」�

の�VTRを�視�聴�し�、�

伝統の技術と新�し�

い表現にふれさせ�

関心を持たせ、制�

作意欲をかき立て�

は�じ�め�に�

やげん彫りや角彫りなどを�学習�し�、�レ�ピ�テーショ�

ンやグラデーションの構成�要素を取り入れたシン�

プルな模様を考えさせる。�

　②発想�ト�レ�ーニングで10種類描かせ、�そのうち�

の一つを選び、美�し�い模様とその位置を考え、�箸�

に下がきさせる。イニシャ�ルなどの細かな文字や�

丸・曲線の多い困難なアイ�デアは省略や精選で直�

し�ていく�（小刀の安全徹底指導。�ケガ人ゼロで楽�し�

く制作）�。�

　③油性マジックの着色や�先に滑り止めの彫りを�

入れる工夫もみられた。ウ�レ�タン樹脂のニスで仕�

上げるため「塗料の用途」�も学習に入れる。家族�

の反応を�レ�ポー�ト�させ意見交換すると楽�し�さが倍�

増�し�た。未だ箸をきちんと持つこ�とができないこ�

とからの意見が多く、子育�ての苦労や学校での�し�

つけの依頼もあった。�

和の一　�「涼�を�求め�る�丸亀�う�ちわ」�
（1年生・3時間）�

作品の演出に取り入れたり�する者が現れるという�

成果があった。�

和の二　�「和菓子の�レ�プ�リ�カ�」�季節�を�かたち�に�
（1年生・4時間）�

　①和菓子職人の�

巧�み�の�技�を�VTR

で学習�し�、洗練さ�

れたかたちを学習�

する。また、関心�

を持たせるために�

「買って食する和菓子�レ�ポー�ト�」の課題も与える。�

　②共通テーマと�し�て「秋」の風物を取り上げ�、�

一つの季語から四つ以上の�アイデアスケッチを出�

させる。ボリュームをつけ�たり単純化�し�たり、デ�

ザイン化�し�ていく基礎を指導する。他の�季節でも�

同様に考えさせ、�アイデアを練らせる。�（一人２個�

制作）�

　③おい�し�そうな色付けにするために紙�粘土に絵�

の具を練りこませたり、演�出に和紙や千代紙の装�

飾を提案�し�たり、各自で制作の工夫をす�るよう計�

画を立てさせた。�

　④地域の和菓子屋さんに�審査を依頼�し�て賞や賞�

品、コメン�ト�も書いて頂き、意欲化を図�った。審�

査発表の展示会も大盛況で�教師も先輩もあたたか�

い気持ちで鑑賞�し�ていた。�

和の三　�「箸の模様のデ�ザ�イ�ン�」�プ�チ�木彫�
（2年生・4時間）�

　①は�し�の使い方�

のタブーをいくつ�

か上げ、正�し�い持�

ち方や作法、自分�

サイズの規準を学�

習�し�て興味を持た�

せる。小刀や大きなカッタ�ーナイフによる彫り細�

工で制作することを告げる�。伝統彫りのかたちの�

和の四　�「祝いの箸袋」�折�り�紙�に�コ�ラ�ー�ジ�ュ�し�よ�う�
（2年生・4時間）�

　①おせち料理の�

祝膳に、手作りの�

箸袋で楽�し�い正月�

を迎えるための提�

案。大きめの折り�

紙で「箸袋折り」�

にチャ�レ�ンジさせ、オリジナルの�袋の形を考えさ�

せる。年賀状のサンプル広�告や家族へのメッセー�

ジカー�ド�をコラージュ�し�、千代紙、水引、水墨�画�

などをア�レ�ンジ�し�て和風の席を楽�し�く演出させる�

（ほかクリスマスパーティ�ー、�誕生会バージョンに�

する生徒もいた）�。�

　②まず自分の箸袋を制作�し�、家族人数分制作さ�

せるが、家族それぞれへの�思いを込めて特徴を表�

現させるとよい。お年玉の�おねだりでポチ袋付き�

のものや運勢占い付きの作�品、楊枝やプラスチッ�

クのナイフをそれぞれに付�けるなど気配りが施さ�

れていた。�

　③冬休みの宿題に使って�みての家族の意見や感�

想を�レ�ポー�ト�させる。うれ�し�い意見をできるだけ�

多く読みあげ、家族のあり�方や保護者の思いも代�

弁するとよい。�

　①事前に10種類�

の包み方のプリン�

ト�を配布�し�て家庭�

で練習させておく。�

ふろ�し�きのサイズ�

や、伝統的な柄、�

布の種類など、最近見直され�ているふろ�し�きの文�

化を学習する。�

　②６班に分かれて６種類�（バ�レ�ーボール、�ティッ�

シュ箱、�ワインの�ビ�ンなど）�の包み方を助け合いな�

がら全種類をマスター練習さ�せる。早く出来た者�

からオリジナルの装飾的な包�み方を考案させる。�

苦手とする友達にア�ド�バイス�し�たり、オリジナル�

の完成を大喜びで報告�し�たりと主体的に取り組ん�

でいた。�

　③美術科のア�ピ�ール効果もねらって、先�生方に�

も参加を呼びかけ現職教育の�一貫と�し�た。特別支�

援の生徒や特に苦手とする生�徒を支援�し�て、６種�

類を30分程度でクリアーでき�た。�

　④正月用の祝酒の装飾包み�やクリスマスのシャ�

ンパン包みを紹介�し�、贈る人への思いをラ�ッ�ピ�ン�

グするうれ�し�さと使い方の可能性を提案�し�、学習�

のまとめとする。�

　�「用と美」�のねらいを持って制作さ�せると家庭か�

らの反応がすこぶるよかった�。家庭で材料を準備�

する主体的な取り組み方にわ�が子を見直�し�たとい�

う保護者の意見や、和菓子職�人からは表現材料の�

ユニークな発想や健康を考え�た題名の工夫など勉�

強になるので毎年審査をさせ�て欲�し�いといううれ�

し�い意見があった。また、評�価の観点で見落と�し�

ている生徒の深い思いや多角�的な発想を理解でき�

ていない自分に気付かされた�。なにより授業で活�

発に意見交換できるようにな�ったことは大きな成�

果であった。今後の課題と�し�て基礎・基本とする�

ポイン�ト�がまだ十分に練れてないの�で、制作過程�

ごとの目標設定の検討を�し�なければならない。�

　また、発想�ト�レ�ーニングのワークシー�ト�の作成�

や参考作品等の提示資料の精�選など、課題は山積�

みである。� （�し�のみや　かずひろ）�

和の五　�「ふ�ろ�し�き�・�ラ�ッ�ピ�ン�グ�」�
（3年生・1時間）�

おわ�り�に�
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―お母さん、ごめんね。�これからもよろ�し�く―�

　これは、昨年度のおか�ざきっ子展のテーマ「感�

じ�て　つたえて　すてきな出会�い」を受けて、中�

３�の�生�徒�が�樹�脂�粘�土�で�作�っ�た�お�弁�当「MADE IN 

MY HEART」�に添えたメッセージである。�そこに�

は悪化�し�た母子関係を修復するきっか�けに�し�たい�

という子どもの思いが見�え隠れする。�

　このように、子どもた�ち一人ひとりの思いを言�

葉で作品に添えることで�、より強く作者の思いが�

伝わり、会場で多くの素�敵な出会いがあるように�

願って第45回展は開催さ�れた。�

　昭和39年11月22、23日�の両日、第１回展が篭田�

公園で開かれた。�

　�「子どもたちのつくり�だす造形作品は、�子どもた�

ちの夢や願いであり、生�命そのもの。１時間１時�

間の図工・美術の授業で�生まれた作品を学級や校�

内の展示だけで終わらせ�たくない。野外展示が可�

能なものを一か所に集め�て展示�し�、子どもたちに�

自信をもたせ創造の芽を�伸ば�し�たい」�。�こう�し�た教�

師の願いが野外展を生み�出�し�た。�

　その後、�篭田公園�（第１～第９回展）�、�東公園�（第�

10～14回展）�、�菅生川河川敷�（第15～21回展）�、�おか�

ざき世界子ども美術博物�館�（第22回展～現在）�と会�

場を移�し�、回を重ねるごとに内容も充�実�し�ていっ�

た。それに合わせて参観�者も増加�し�、岡崎の秋の�

大きな行事と�し�て市民に親�し�まれている。�

　私たちは子どもたちを�指導するにあたり、５つ�

の理念を大切に�し�ている。�

　①授業から生まれた作�品を展示する�

　②毎年一人１点を展示�する�（共同作品も可）�

　③野外展にふさわ�し�い作品を展示する�

　④子どもたちにとって�は作品鑑賞の機会、教師�

にとっては造形教育に対�する意識高揚・教材研究�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

1．は�じ�めに�

2．造形おかざきっ子の歴史�
　例�年�の�よ�う�に、主�任�を�中�心�に�各�校�の�先�生�方�・�

PTAの�方�々�に�力�を�借�り�て、搬�入�・�搬�出�が�行�わ�れ�

る。10月24、25日には、市�立幼小中76校の子ども�

たち全員の作品が展示され�、工夫を凝ら�し�たオー�

プニングセ�レ�モニーで幕を開ける。２日�間の会期�

には市内の図工・美術主任�の先生が運営する３つ�

の造形コーナーも開かれ、�大人気である。�

　今�年�度�の�テ�ー�マ�と�な�る「み�ん�な�の�カ�タ�チ�大�集�

合」のもと、各校が形から�発想�し�た題材を研究�し�、�

子どもたちはイメージを膨�らませて作品作りに取�

り組むであろう。どんな形�が集合�し�て会場をにぎ�

わすのか、わくわくすると�ころである。この紙面�

をお読みになり、ご都合の�つく方はぜひお出かけ�

いただけるとありがたい。�

　今後も、保護者、岡崎市�教育委員会、岡崎葵ラ�

イオンズクラブなど大勢の�方々に支えられ、おか�

ざきっ子展が開催されるで�あろう。感謝すると同�

時に、一人一人の子どもた�ちの夢と願いが、つく�

る、見せるエネルギーを醸�し�出�し�、会場に訪れた�

人たちの思いと融合�し�ていくような野外展を目�指�

し�たい。そ�し�て先輩から受け継いだ気概�、情熱を�

若い先生たちに伝えながら�、これからもこのおか�

ざきっ子展が発展�し�ていくことを願ってやまな�い。�

（すぎはら　えみこ）�

3．5つの理念�

4．第46回展に向けて�

5．おわりに�

子�ど�も�た�ち�の夢�と�願�い�を�のせ�て�
～第46回�を�迎�え�る�造形おかざ�き�っ�子展～�
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　日本美術教育会�は月１回程の例会と�、�夏には毎年�

「参加�し�てよかった！」�と思える研究大�会を開催�し�

ています。コンセ�プ�ト�は�【子どもの実践�をもとに交�

流�す�る】�、�【具�体�的�な�作�品�や�子�ど�も�の�姿�か�ら�話�を�す�

る】�です。経験、担任�と専科、年齢問わ�ず自由に意�

見を言い合い、�明日の授業の活力を�もらえる研究会�

です。�

　毎月の例会は、�東京・近県の会員�の実践発表や指�

導作品の持ち寄り�研究などで交流�し�ます。�また、�各�

校の展覧会会場で�研修を行うこともあ�ります。�

　夏の大会はテー�マについての実践発�表のほか、�一�

昨年は直島の�〈�地中美術館〉�、昨年は�〈21_21DESIGN 

SIGHT〉�美術館など、みん�なで行くことでより�楽�し�

くより深まる鑑賞�研修を行いま�し�た。�

　日�本�美�術�教�育�会�の�始�ま�り�は�1970年。創�造�美�育�協�

会、�造形教育センター、�新�し�い絵の会など当時�の民�

間�美�術�教�育�団�体�の�会�員�の�交�流�を�目�的�に�設�立�さ�れ�ま�

し�た。�39年目の現在は実�践者が集い、�授業が楽�し�く�

なる研究会を参加�者で作っています。�活動を知りた�

い方、�参加�し�てみたいと思った�方はぜひ下記ア�ド�レ�

スにもアクセスく�ださい。�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

【図工室・美術室オンラインとは】�
　�「図�工�室�・美�術�室�オン�ラ�イ�ン」とは、�

明日の授業で使え、�子どもの心に響く�

よ�う�な、�「な�る�ほ�ど�！　そ�う�な�の�

か！」�「こ�れ�は�是非�み�ん�なに�教�え�てあ�

げたい！」�と思えるような図画工作・�

美術教育に関する情報を発信、�交流す�

るWEBマガジンです。�

【アクセス】�
　開隆堂のホ�ームページhttp://www.

kairyudo.co.jpか�ら�ア�ク�セ�スし�て�い�た�

だけ�ま�す。�「図�工室�・�美�術室�オ�ン�ライ�

ン」�で検索�し�ていただくこともできま�

す。�

【応募要項】�
　詳�し�くはWEBページをご覧下さい。�

採�用�の�場�合�に�は�図�書�カ�ー�ド�を�差し�上�

げます。�

【貴重な情報をお寄せ下さい！】�
　こ�の�WEBマ�ガ�ジ�ン�は、先�生�方�か�ら�

お�寄�せ�い�た�だ�い�た�情�報�に�よ�っ�て�成�り�

立つ�「�参加型」�のコーナーです。ご覧�

になっている先生方も�「�こんなおも�し�

ろい情報があるよ」�など、図工・美術�

教育の発展のために、�みんなで共有�し�

た�い�貴�重�な�情�報�を�必�ず�持�っ�て�い�ら�っ�

し�ゃるはずです。�そんな貴重な情報を�

是非メールにてお送り下さい！�

WEBマガ�ジ�ン�「図工室・美術�室�オ�ン�ラ�イ�ン�」�サ�イ�ト�の�ご�案内�

明日�の�授業�に�使�え�る�！　�子�ど�も�の�心�に�響�く�！　�「目�か�ら�ウ�ロ�コ�」�の�知恵袋。�

図工室�・�美術室�オ�ン�ラ�イ�ン�

日本美�術教�育会�で�「�？�」�が�「�！」�に�
東京都大田区立梅田�小学校　�図画工作専科　�

http://earthmember.hp.infoseek.co.jp/Association.htm

（たかは�し�　あきこ）�

愛知県岡崎市教育委員�会　�

の機会とする�

　⑤岡崎の造形教育の一端�を、県内外にアピール�

する機会とする�

　年度初め、この理念を図�工・美術主任会で確認�

し�、新�し�い�

テーマのも�

と、おかざ�

きっ子展が�

開催されて�

いる。�

月例会　2009年1月�

夏の研究大会　2008年8月�

造 形 プ ラ ザ


